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ササユリ培養子球の生育及び開花特性

浅尾浩史 阿 11恵子 荒 サ|:滋
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ササユリは十丹陰を好み 中 山間の機際に自としてお

り、奈良■においても自生地が点を している。とこうが、

最近=L経などにより年々減少傾向にあ り ま た、自化の

球ltt「を拙 り上げ平担部でな持 しても 3～ 4年 で消減す

ることが多 く 栽 好が困難である.そ こで を 者らは奈

良県のササエリを維持 増 加するためりん片培とによる

大量増殖にr7り紅んできたい。そして今m 大 量増殖した

jI・養子」4の体上げ資の生すについていくつかの知兄を得

た。

材料および調査方法

大量増油 した培売子■をNAA olrg7、 ショは639、ゲ

ルライ ト02%を 派加したMS埼 地で 25℃  暗 再条 件下

で塔差し 1宮 以上に月じ大させたeヤ 球を培差ビンに入

れたまま1991年12月 1日 に網室へ披入 し サ 1992年3月3

日に子球の大きさを測定 した後 鉢 上1,した。発lRして

いる子球の重宣は正確に観↓定できないので、子情試験

(●=70)の 描ネから以下の推定式で求めた。

A― Ⅲ 9B+738C2_9613 (r― o929承忠)

A!子 球宣量の4t定値 (mg)

B:高 さ (mm)

Ci中 昂(rnⅢ)

実験に用いた総子球夕は84伺で 鉢 上げ時の二玉別子■l

敗は1～15gが 27個、 15～ 2とが20個 2～ 25とが21個 25
～3gが8個 3g以 とが8個である。また 軒 L↓デの)‖tは

5号ブラスチック外に半分日向上を入れ、その 卜に水ごけ

で色んだ子球をのせ、その上に日向上をかぶせた。なお

栽者は'0～75%の 速光資材 (タフベル)を 用いてイiった.

1992年6月1日に与葉形成の有l「E 草 丈 典 数及び茎行

について調査した。的年11月1日に子身を掘 ,1デ、大きさ

を測定し上記推定式より■畳を求めた。そして 翌 19,3

年6月1日におt記生育調査と開F調 査を行った。

結果および考察

針上げ時の子み重工が15g以 上であれば、五さにlrH派

なく 革 楽形成 した砲体の■丈は約lSm 茶 数は約6杖

主任は約l smmであった (第 1図 )。また 老 業形成半は

7球 が重いほど高まる碩F]にあり 3g以 上の子までは

100比であった (第2図 )。鉢 Lげ した年に開イとにヽる林

は年かつたが  行 日の車丈が12 5cm木前であれば翌41

の開花株々がlo数0。であるのに用 して、12 Scm以 ,あれ

1通0%以 |、 lscm以 ,あれば8o%以 Lの l■lttl‐率を示 し

た (第3図 )。この調査4占果は、と末l1/成のみで終わった

水が翌/4 1Tlイち体になるか布かをIJ断するうえでモタであ

ると考えられる。一年間の差成の結果 子 球は平均 して

れ3常に肥大した。それらの子球の二量別生声をみてみる

と 草 ■の仲長は3【以 |の子Lfで旺盛になってお り、束

数は5【以 しの子Ijでlo枚を逆え ≧ 47は3=以上の子球で2

mを 越えている (第1図 )。また 3g未 満の子嫁は全 く開

イじせず 5g以 上の子球で75%、 9=以 との子球で114%の 閉

7し株率を示した (第5図 )。開化した水の4j性調本から判

断して開花可能な林は主抵限つきのような条件をもつ必

要のあることが判期した。それは 7 jrこ 量が3= 草 主

が30cl ttArrが7枚、≧を力均lmに 道することである。

このように 鉢 上げした84価の新茎子」Iの うち 翌 年

には44何 (524%)が 開花球になった。これは平出部で

も本試験のような水はけの良い用tと 速光条件を,え れ

ばササエリの技培は可能であることを示し、力『えて培差

子球の生育及びJ」花特性を解けJすることにより、バイオ

テクノロジー技術を利用 したサ十ユツの同芸化も実現丁

能であることを示すものである.

1)浅尾浩史ら 1992奈 真農式研報2■16
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